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核 物質 における "固化 h
京大理 玉 垣 良
核力が,少くとも相対 S状態で斥力 coreをもつということから,斥力 core+その周
辺の引力という共通の性質を有するHe系が量子固体の相を持っ事との類推に立って,
高密度の核物質の固化の可能性が指摘された｡1)この理論的類推とベラ･パ′レサー(中性





















(a) E= 5725MeV･fm, 0-1 = 4.1fm-1




V (1融 )- 1Texp l-u (rij )〕･官 exp ト x(rk )〕i< ノ
をとり,short-rangecorrelationを与える factorに
u(,) ≡ A expトB,i/r･(1-e-rP )
ナ
をとっている｡第2の factorは,latticepointlRJIのまわりの Gauss局在 xG(r)-
C(7-も )2と k-21I/a(a;htticespacing)の波数のxE(r)≧(沸 2･(coskxcosky
_.▲
+ coskxcoskz+coskycoskz)の二通 りをとって,粒子当りのエネルギ一札/加 を













比較より転移の密度 ps- (o･25±0･2)/03,圧力 ps- (4±1)下2/Mo5,(Em )ps
-(8.2±0.2)石2m 02 (Mは粒子質量 )と,Hc系の研究で得られたものが使えるO
ここで 0-0.5fm (核力のCOre半径 ),M-940MeV(核子質量 )を入れると,
ps≡ 3×1015g/C拒 10po,Ps= 8×1030atm,(EA )ps= 1400MeV/nucleon･
となる｡これに,引力の効果,Fermi統計性の補正 (近似的評価では小さい )を加えて,



























r - Lr1-r21, Y(x)-e-X/x, Z(x)-(1+3/x+3/x2)Y(x)




は,次のような力として作用する｡今,核子 1に相対的に r方向 (スピン量子化軸よ
りβrだけふれた方向 )は核子 2があるとしようo ス ピン平行ならば,テンソル力
sl2VT(r)のスピン状感期埼値は,例えば,
くxT(1)xT(2)IS12IxT(1)xl(2)>vT(r)-(3cos2or-1)vT(r)



















配位は,量子化 (Z)方向には局在するが (1次元局在 ),これに⊥ (x,y)方向では平
面波 (2次元 Fermicircle)をとるモデルである1.0) slater行列の baseとなる 一体波
動関数を次のようにとる :
zuz盲'f,spin)- 左 elq'X bl(Z)xoz'spin)
ここで,育- (qx,qy), 言- (x,y),flは2次元体積, olは2番目の層でスピン








古 くVopE,崇rLeSc't- 2lNヲ?,苦 言′`wz盲 Wz′;,IvopEIWz盲Wz′完














. くV.pE,d'iA,Yc'. ,くV.pE,E禁S〕 くV.pE,leFxG〕N Lー N N
右辺第 1項は2次元 (層内 )運動エネルギーの増加,第 2項は1次元局在の零点振動エ
ネ′レギーha,/4である｡第 4項は,exchange項の 〔ALS〕構造 とFermigas相での
差であるo計算を P -P0-5poの範囲で,エネルギー極小を searchすると,例えば,
















( a こ L,r.n一ご (ト 】.6lIn,r__5)
p - 4pu
( ･‥ 一 日 rmJl A-1.2fm,r- ll)

















〔ALS〕構造という量子 "固体"であり,方0場でみれば凝縮 13)となるのであるo 状
況は,,T｡凝縮としてよりは,量子 …固休"として顕著に特徴が現れることであること
を強調しておきたい｡
研究会では,主にこの〔ALSコ構造の安定性について討論があったことを附記するo
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